
守

市2

て

就

山

1t"¥ 

内

秀

土並

田

近
江
盆
地
の
湖
南
平
野
、
東
海
道
の
草
津
、
中
山
道
の
守
山
、
朝
鮮
人
街
道
の
、
氷
原
は
、
ほ
ぼ
四
粁
を
離
れ
て
な
ら
ぶ
、
こ
の
地
方
の
中
心
的
都

市
又
は
在
町
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
町
に
中
世
よ
り
続
く
と
思
わ
れ
る
定
期
大
市
が
開
か
れ
て
い
る
。
草
津
市
・
守
山
市
・
永
原
市
と
い
わ
れ
る
の

が
そ
れ
で
、
こ
こ
で
は
守
山
市
を
中
心
に
、
そ
の
由
来
・
現
況
・
意
義
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

歴

史

長

背

的

し

守
山
市
は
昭
和
四
五
年
七
月
一
日
市
制
を
布
い
た
近
江
湖
南
地
方
の
田
園
小
都
市
で
、
そ
の
中
心
は
守
山
で
あ
る
(
1
)
O

守山市に就いて

し
か
し
、
安
閑
天
皇
二
年
(
五
三
五
)

「
近
江
国
益
須
酷
泉
」
同
八
年
「
諸
疾
病
停
宿

「
置
声
浦
屯
倉
」
持
統
天
皇
七
年
(
六
九
一
ニ
)

益
須
寺
」

(
い
ず
れ
も
日
本
書
紀
)
な
ど
の
記
事
に
よ
り
、
こ
の
地
方
の
開
発
の
古
さ
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
守
山
に
、
こ
こ
に
延
暦
寺
の

子
院
、
東
門
院
守
山
寺
が
建
て
ら
れ
た
ハ
2
)
。
桓
武
天
皇
の
勅
願
、
延
暦
四
年
(
七
八
五
)
創
設
を
寺
伝
と
し
て
い
る
。
日
野
正
教
編
「
守

山
村
誌
」

(
明
治
一
一
一
年
)
に
守
山
の
始
ま
り
は
、
こ
の
守
山
寺
草
創
に
際
し
て
、
家
士
七
人
を
し
て
、
茶
庖
を
聞
か
し
め
、
行
人
に
助
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力
を
乞
う
て
、
守
山
寺
修
補
の
資
を
得
し
め
、
こ
れ
を
「
七
家
在
家
」
と
称
し
た
の
が
濫
鱒
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
家
柄
を

自
負
し
て
い
る
家
が
あ
る
。
寺
に
は
藤
原
期
の
木
造
見
抄
門
天
立
像
(
国
指
定
重
文
)
木
造
十
一
面
観
音
立
像
(
同
)

-
石
造
宝
塔
・
宝
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箆
印
塔
(
鎌
倉
期
)
な
ど
が
あ
る
。
近
く
の
芦
浦
屯
倉
な
ど
の
先
進
開
発
地
の
生
産
性
と
、
東
西
陸
上
交
通
上
の
要
地
、
更
に
は
、
境
川

(
野
洲
川
の
支
流
)
利
用
の
南
北
(
湖
西
、
湖
東
)
舟
揖
の
便
、
延
暦
寺
の
真
東
に
当
る
位
置
な
ど
か
ら
、
東
門
院
守
山
寺
(
叡
山
の
東
門
・

叡
山
を
守
る
|
経
済
的
に
)
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
門
前
町
と
し
て
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
或
は
そ
の
逆
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

「
も
る
山
に
て
狩
」
を
し
て
お
り
、
敵
国
降
服
の
祈
願
で
有
名
な
西
大
寺
の
長
老
叡
尊
も
弘
長
二
年

頼
朝
は
建
久
元
年
(
一
一
九

O
)

(
二
一
六
二
)
守
山
宿
に
泊
っ
て
い
る
言
)
。
最
も
人
口
に
膳
突
し
て
い
る
の
は
、
太
平
記
の
「
時
雨
モ
イ
タ
ク
森
山
ノ
木
下
露
ニ
袖
ヌ
レ

テ
風
-
一
露
散
篠
原
ヤ
」
の
句
で
あ
ろ
う
。
美
濃
路
、
木
曾
路
の
交
通
上
、
守
山
が
顕
わ
れ
、
信
は
、
氷
禄
二
年
二
五
六
八
)
町
人
百
姓

を
保
護
し
、
秀
吉
は
文
禄
三
年
(
一
五
九
四
)
勢
固
と
八
幡
と
の
聞
の
宿
と
し
て
守
山
を
認
め
た
。
社
会
秩
序
の
回
復
す
る
と
と
も
に
地

方
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
き
た
ハ
4
)
。

近
世
(
慶
長
六
年
一
六

O
一
)
駅
制
の
整
備
(
中
山
道
)
に
よ
り
、
草
津
に
始
ま
る
中
山
道
の
最
初
の
宿
駅
と
し
て
重
き
を
な
し
て
く

る
。
寛
永
一
九
年
(
一
六
四
二
)
の
高
札
(
東
門
院
)
も
存
し
、
本
陣
一
、
脇
本
陣
一
、
問
屋
二
も
整
っ
て
い
た
(
5
1

一
一
日
、 の
よ
ーう
こな
月守
二山
ノ、 Uこ
目、
)毎

永主年
原2七
(月
七一
月二
一日

臼 一
一
一
月
二
七
日
年
二
回
の
「
守
山
市
」
と
云
わ
れ
る
大
市
が
、
相
隣
す
る
草
津
(
七
月
・

一
二
月
二
八
日
)
と
と
も
に
引
き
続
い
て
聞
か
れ
て
い
る
。
そ
の
歴
史
の
古
さ
と
、

今
日
ま
で
連
綿
と
し
て
続
い
て
い
る
状
況
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

大

市

の

盛

況

守
山
大
市
に
関
す
る
第
一
史
料
は
残
念
な
が
ら
、
発
見
さ
れ
な
い
が
、
八
日
市
近
く
の
小
幡
が
享
保
三
年
(
一
七
一
八
)
市
場
再
聞
を

願
い
出
て
い
る
が
、
許
可
さ
れ
ず
寛
政
二
年
(
一
七
九
九
)
草
津
・
守
山
・
永
原
の
例
に
よ
る
に
あ
ら
ず
と
し
て
許
可
さ
れ
て
い
る
ハ
6
〉

O



即
ち
冥
加
金
を
条
件
と
し
て
い
る
。
守
山
な
ど
が
古
い
楽
市
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
寛
政
三
年
(
一
七
九
一
)
小
篠
原
明
細
帳
に

市

場

永

岡

駒

村

と

申

所

に

七

月

方

角

子

に

当

り

申

候

並

守

山

に

も

右

之

通

両

度

御

座

候

方
角
西
に
当
り
候
九
傍
点
筆
者
)

十
二
月
両
度
御
座
侯

道
法
壱
塁

道
法
三
十
町
余

と
あ
る
。
こ
れ
は
永
原
と
守
山
に
市
場
が
聞
け
て
、
小
篠
原
の
住
民
は
そ
こ
で
必
需
品
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
上
申
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
両
度
の
意
味
は
暖
昧
で
あ
る
が
、
月
毎
に
二
回
と
解
し
て
お
く
。
さ
き
の
守
山
村
誌
に
「
本
村
旧
ト
ヨ
リ
毎
年
七
月
七
日
十
二
日
十
二
月

二
十
七
日
京
阪
及
び
本
国
ノ
行
商
様
々
ノ
物
品
ヲ
陳
列
シ
之
ヲ
欝
ク

近
傍
諸
村
ノ
人
民
奉
リ
テ
之
ヲ
買
フ
是
之
ヲ
守
山
大
市
ト
称
ス
木
目
雑
沓
勝
テ
云

ブ
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
し
て
い
る
の
に
相
当
す
る
。
現
在
は
年
二
回
で
あ
る
が
、
村
誌
編
集
の
明
治
一
ご
年
の
時
点
に
於
い
て
は
、
盆
は
二
回
、

暮
は
一
回
だ
け
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

い
ち

草
津
市
は
明
治
三
五
年
現
在
、
八
月
一
一
日
と
二
一
月
一
一
六
日
大
市
が
聞
か
れ
て
、
既
に
一
回
宛
と
な
っ
て
い
た
と
云
う
か
ら
(
7
Y

こ

の
時
分
に
各
一
一
回
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
守
山
大
市
に
関
し
て
、
守
山
の
隣
村
、
今
宿
(
守
山
と
連
続
し
て
い
る
が
、
守
山
宿
よ

り
古
い
と
云
う
)

の
山
本
定
四
郎
が
「
守
山
往
来
」

(
文
久
二
年
一
八
六
二
)
を
著
し
て
、
守
山
市
の
詳
細
を
記
録
し
て
い
る
。
当
時
の

状
況
の
楽
し
く
、
如
何
に
魅
力
溢
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
大
人
小
人
の
好
奇
心
を
満
足
さ
せ
た
か
が
目
に
見
え
る
よ
う
に
、
描
写
さ
れ

守山市に就いて

て
い
る
。
そ
の
一
部
を
原
文
の
ま
ま
、
読
点
を
付
し
て
、
引
用
す
る
(
左
側
は
筆
者
註
、
全
部
か
な
付
で
あ
る
が
大
略
す
る
)
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湖
東
今
宿
村

山
本
定
四
郎

守
山
宿
は
湖
東
に
当
り
、
五
畿
七
道
の
其
一
つ
、
中
仙
道
発
駅
也
。
一
国
最
上
の
繁
華
に
て
、
平
生
に
ぎ
は
う
。
二
季
に
両
度
市
を
な
す
。
当
日
の

群
集
は
京
都
四
条
五
条
辻
、
江
戸
両
国
日
本
橋
、
大
阪
天
満
難
波
の
両
橋
の
往
来
も
物
の
数
な
ら
ず
。
ま
づ
市
町
を
三
筋
に
通
じ
、
極
月
二
十
二
日
二

た

な

か

ぎ

(

西

町

・

横

町

・

本

町

)

十
七
日
七
月
七
日
と
十
二
日
を
定
日
と
し
て
、
住
居
の
商
職
は
見
世
広
を
奇
麗
に
鋳
り
、
諸
方
よ
り
寄
来
る
商
人
は
、
乗
堂
に
並
居
、
己
が
様
々
呼
立

い

か

ゐ

し

い

(

両

道

の

意

か

)

て
、
其
売
声
の
厳
。

山

往

来

守
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〈

ち

ゅ

、

ち

し

た

〈

き

こ

ぼ

も

う

り

ち

ゃ

為

告

す

っ

ぽ

ん

ど

し

よ

じ

る

ま
づ
、
西
町
の
口
口
に
、
花
や
下
種
・
高
野
損
・
蓮
の
葉
の
壊
売
。
組
鈍
・
冷
麦
・
冷
素
麺
、
料
理
茶
廓
に
一
は
鯛
一
の
一
汗
・
泥
亀
の
煎
・
錨
h

汁
・

よ

い

(

馬

酔

木

〉

(

精

霊

迎

え

の

花

)

(

意

味

不

明

γζ
ろ
て
ん

鍋
焼
・
貝
焼
・
茶
椀
蒸
・
好
味
物
の
勢
揃
。
観
音
堂
の
門
前
に
、
心
天
の
砂
糖
入
。
門
に
は
蕨
餅
の
練
売
。
門
内
に
は
西
瓜
・
真
瓜
切
売
。
練
酒
-

L
ょ

う

ち

ゅ

う

に

う

り

(

東

門

院

)

醤
酎
・
美
林
酒
・
鰯
の
煎
売
・
鯖
の
鮮
。
(
中
略
)

此
方
に
松
井
屋
七
郎
平
、
里
小
塗
荷
箱
に
真
鍋
金
子
、
辺
も
奇
羅
/
¥
輝
く
ば
か
り
鋳
り
立
て
、
五
尺
八
寸
の
居
合
万
を
持
、
サ
ア
御
立
合
の
御
方
に

(
名
乗
っ
て
い
る
所
が
面
白
い
)

御
存
知
も
御
座
り
ま
せ
う
。
大
阪
は
天
満
天
神
・
京
都
に
て
は
祇
園
が
常
見
世
。
今
日
は
御
当
所
の
大
市
。
例
年
通
り
、
口
中
の
療
治
致
す
。
虫
喰
歯

(
大
き
く
法
螺
を
ふ
い
て
い
る
)
(
い
つ
も
常
連
が
き
て
い
た
現
在
も
同
じ
)
あ
い
て

の
痛
を
止
、
ゆ
る
ぐ
歯
を
居
る
。
ま
づ
、
御
駈
走
に
、
大
太
刀
居
合
を
二
泊
り
、
御
目
に
か
け
る
と
、
荷
物
持
の
男
を
相
人
に
し
て
、
ふ
う
っ
と
万
を

あ

つ

ま

り

ぴ

と

と

&

ご

と

〈

ち

あ

ん

A
Y

そ
う
じ
宅

振
廻
せ
ば
、
ど
っ
と
集
人
、
毎
々
コ
リ
ヤ
た
ま
ら
ぬ
と
、
口
呼
り
、
誕
流
し
て
余
念
無
く
、
子
供
の
口
中
差
覗
。
コ
レ
此
子
は
鬼
歯
が
有
る
。
惣
而

ぜ

っ

し

ん

き

ょ

ラ

ぢ

ラ

鬼
歯
の
妨
げ
は
喉
舌
に
カ
牙
サ
歯
音
ハ
て
の
こ
つ
は
唇
の
軽
重
と
ど
。
五
音
の
中
、
ヵ
キ
ク
ケ
サ
シ
ス
セ
、
ヤ
ッ
の
詞
が
は
っ
き
り
と
分
れ
ま
せ
ぬ
。
し

(

以

下

意

味

不

明

)

か
ら
ば
抜
い
て
仕
廻
ふ
と
思
召
。
御
素
人
様
方
が
、
釘
貫
と
鉄
槌
と
を
持
っ
て
裏
か
ら
打
っ
た
り
、
こ
ぢ
た
り
被
成
て
も
、
い
っ
か
な
/
¥
目
の
ま
ふ

加

』

広

v
h
v

ほ
ど
痛
ば
か
り
で
、
歯
は
抜
け
ぬ
所
を
、
拙
者
が
家
の
名
方
の
膏
薬
を
斯
付
℃
、
手
拍
子
一
つ
で
歯
は
抜
る
と
、
云
か
と
思
へ
ば
鬼
歯
は
転
と
ぬ
け

に
き
ぴ

た
り
け
り
。
是
を
不
思
議
と
み
る
人
の
、
目
ま
へ
膏
薬
っ
き
つ
け
て
、
此
膏
薬
の
功
能
は
、
歯
を
抜
斗
の
事
で
な
し
。
ま
ず
、
そ
ば
か
す
、
面
胞
が
癒

な

ま

づ

い

ぽ

ほ

〈

ろ

と

ぷ

あ

ざ

む

る

'

せ

き

そ

う

じ

て

F

る
。
疲
風
が
逃
る
。
目
克
と
異
子
が
と
れ
る
。
頭
痛
が
や
む
。
癌
と
広
が
欠
落
す
る
。
臓
が
乾
く
。
水
鼻
と
咳
が
止
る
。
惣
而
腫
物
の
痛
を
や
わ
ら

せ

ん

す

ん

ば

〈

い

ざ

り

お

ζ

っ

た

ち

と

っ

け

げ
、
腫
を
ち
ら
し
、
病
気
・
寸
白
が
癒
る
。
膝
行
が
立
つ
。
ゃ
ん
め
、
た
H

ふ
れ
目
。
嫁
娘
の
腹
立
時
も
一
寸
て
忽
ち
な
お
る
。
サ
ア
/
¥
御
求
め
被
成

い

し

わ

た

(

婦

人

病

)

ハ

お

そ

れ

入

り

ま

し

た

〉

ま
せ
。
石
腹
は
根
付
に
し
て
、
血
止
ニ
な
っ
て
切
庇
の
奇
妙
、
万
接
物
・
持
漆
・
銀
磨
の
妙
粉
・
了
字
屋
が
匂
は
み
が
き
、
揚
子
を
添
へ
て
値
は
六

(
接
着
用
か
〉

文。は
や
9
う

た

は

な

し

陪

う

か

で

ず

ま

時
花
歌
の
読
う
り
、
沢
谷
屋
茂
八
が
附
。
物
真
似
・
放
下
・
手
妻
・
鉄
輪
切
・
見
世
物
の
数
々
、
瀬
戸
物
の
水
繰
・
青
物
の
細
工
の
作
物
・
熊
の
俸

(
こ
れ
も
名
乗
っ
て
い
る
〉
〈
僧
体
の
謡
舞
〉

捻
・
狼
の
生
捕
・
干
物
屋
作
物
と
は
違
ふ
。
生
の
も
の
を
生
で
見
せ
る
。
猿
の
狂
言
・
犬
の
角
力
・
馬
の
曲
乗
・
牛
の
軽
業
・
猫
と
鼠
の
心
中
事
・
何

寸'台、

を
見
よ
ふ
と
好
次
第
。
門
を
出
る
と
名
物
の
茶
飯
田
楽
、
お
っ
と
入
る
。
御
上
の
じ
ゃ
ぞ
、
合
点
じ
て
お
や
か
た
私
の
じ
ゃ
、
館
ゆ
だ
。
馬
子
私
の

と
り
な
し

じ
ゃ
ぞ
、
心
得
た
と
、
食
盛
女
の
合
言
葉
。
赤
前
垂
に
儒
子
の
紐
、
ひ
ら
し
や
ら
し
た
る
風
俗
。
お
寄
り
な
ん
せ
、
よ
り
な
せ
と
、
戸
ば
か
り
に
毎
年

た

き

ほ

L
み

か

ら

す

き

の
沈
呑
・
焼
香
の
矯
売
。
五
倍
子
・
こ
せ
う
の
ま
じ
り
な
し
。
桃
や
林
檎
の
安
売
。
干
見
せ
の
古
道
具
・
鋤
・
鍬
・
型
・
稲
掠
屋
o

横
町
に
は
皮
雑

ど

き

そ

じ

じ

よ

う

せ

ん

履
・
麻
の
緒
・
扱
苧
地
・
地
黄
煎
の
切
売
。

ハ

か

ら

む

し

〉

(

飴

〉

陪

〈

る

本
町
に
は
蒸
菓
子
・
鰻
頭
・
羊
善
美
・
砂
糖
類
。
菅
笠
・
編
笠
・
日
せ
き
笠
o

陣
地
・
火
口
に
欽
錐
。
縞
屋
・
半
晒
・
奈
良
晒
・
惟
子
・
上
下
類
。
団
扇

(

虚

無

僧

型

の

も

の

か

)

(

近

江

野

測

・

奈

良

木

津

が

有

名

)



，

つ

わ

せ

き

だ

b

g

ζ

ぽ
か
り

の
壊
売
ι

日
野
や
吉
野
の
常
器
椀
。
、
棚
の
中
に
は
小
間
物
や
袋
物
類
・
雪
踏
売
。
外
に
は
刺
鯖
・
鰹
節
・
小
鮎
・
雑
喉
の
盛
斗
等

(

前

出

不

明

)

ハ

近

江

〉

〈

牛

皮

ぞ

う

り

〉

一

一

円

近

江

名

産

)

ゆ

ず

り

は

扱
極
月
の
大
市
は
土
橋
の
上
に
蕪
う
り
・
午
一
房
・
大
根
・
馨
頭
。
西
町
の
入
口
に
は
両
度
心
松
・
下
種
屋
・
歯
采
(
穂
長
)
様
(
以
下
中
略
。
七
月

(
仏
花
の
心
に
す
る
〉

と
同
じ
よ
う
な
大
道
芸
人
・
覗
繰
、
何
で
も
九
文
・
十
九
文
ゃ
、
冬
物
正
月
用
品
屋
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
)

次
に
近
隣
六
三
今
村
の
名
物
・
名
産
(
農
産
一
五
、
食
品
二
ニ
、
農
具
一

O
、
日
用
、
家
具
九
、
衣
料
七
、
薬
四
な
ど
)
を
掲
げ
、
西
隣

り
の
今
宿
の
鰻
頭
・
乗
物
屋
と
、
東
続
き
の
吉
身
の
傘
・
花
田
粉
・
茶
飯
田
楽
・
煎
売
・
茶
屋
(
本
町
の
は
ず
れ
の
中
山
道
で
、
食
物
や

が
多
い
)
と
を
述
べ
、

守山市に就いて

お

し

か

け

し

り

が

い

O

O

〈

お

い

ち

ょ

い

O

O

G

O

守
山
の
押
懸
鰍
・
此
外
・
医
師
・
鋲
立
・
外
料
・
按
摩
・
算
術
・
手
跡
・
謡
師
・
碁
・
将
碁
・
鶴
見
六
・
呂
律
師
・
浄
溜
璃
三
味
線
稽
古
・
大
工
・

，
。
。
〈
守
山
名
産
)
。
。
(
O
印
以
下
現
在
も
守
山
に
あ
る
も
の
)

0

0

0

0

0

0

旦
雇
・
左
官
の
輩
・
表
具
師
・
一
扉
風
屋
・
張
付
屋
・
。
酒
屋
・
椛
屋
・
醤
油
屋
・
燈
油
屋
・
蝋
燭
屋
・
質
屋
・
雑
穀
屋
・
こ
え
物
屋
・
楢
屋
・
議
屋
・
綿

打
屋
，
.
古
手
屋
・
開
紳
士
匁
・
小
間
物
屋
・
荒
物
・
太
物
・
呉
服
物
・
木
綿
屋
・
足
袋
屋
・
下
駄
足
高
・
塩
物
・
青
物
・
酢
屋
・
餅
屋
・
菓
子
屋
・
地
黄
煎

屋
・
刺
物
戸
障
子
・
材
木
屋
・
万
勝
差
捺
屋
・
塗
師
屋
・
援
物
仕
立
物
・
鍛
冶
屋
・
士
口
金
古
道
具
・
紙
屑
買
屋
・
早
染
屋
・
紺
屋
・
茶
染
藍
染
屋
・
豆

腐
・
弱
蕩
・
酒
小
売
・
染
物
請
取
・
京
飛
脚
・
在
所
小
使
・
一
雇
人
・
取
上
姥
の
類
は
所
占
有
之
、
以
ユ
依
恰
最
一
雇
-
可
v
一雇一
v
之
・
神
子
山
伏
修
験
の
行
者
・

て

ナ

じ

O

め
が
ね

0

0

0

人
相
墨
色
考
者
・
手
数
八
卦
占
者
・
陶
焼
・
炭
焼
・
白
粉
焼
・
日
鑑
水
晶
玉
細
工
・
刷
毛
屋
・
筆
・
結
・
糊
置
師
・
木
地
挽
・
線
穂
師
・
判
木
彫
・
仏

師
・
挽
冠
師
・
象
牙
・
根
付
角
細
工
・
金
銀
銅
の
細
工
人
・
甲
細
工
・
紙
漉
屋
・
鋳
屋
・
逢
屋
・
光
沢
打
屋
・
剣
術
・
兵
法
・
歌
学
の
師
・
袈
裟
屋
・

ぞ

ほ

っ

衣
屋
の
能
道
具
・
弓
矢
の
細
工
・
蒔
絵
画
・
金
銀
泥
箔
・
金
具
類
・
遊
女
の
輩
・
夜
発
の
類
・
此
分
最
も
大
切
也
。
此
外
諸
国
の
名
物
・
現
物
の
市
日

(
ょ
た
か
〉

に
来
て
求
・
遠
国
辺
部
の
輩
に
潟
令
知
・
売
買
自
由
(
下
略
)

こ
れ
に
よ
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
が
具
備
し
て
い
て
、
守
山
が
当
時
の
生
活
文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
遊
女
の
輩
・

夜
発
の
類
・
此
分
最
も
大
切
也
」
と
結
論
し
て
い
る
著
者
の
常
識
が
微
笑
ま
し
く
思
わ
れ
る
。
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こ
の
記
事
よ
り
一
六
年
後
の
明
治
一
一
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
守
山
今
宿
吉
身
の
商
業
二
五
六
戸
、
守
山
市
域
の
商
業
総
数
は
三
一
四

戸
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
八
一
・
五
%
が
こ
こ
に
集
中
し
て
お
り
、
残
り
の
一
八
・
五
拓
が
三
九
村
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
大
市
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の
守
山
の
集
中
度
は
非
常
に
高
い
。

大

市

の

起

原

大
市
の
起
原
に
関
し
て
、
さ
き
に
触
れ
て
お
い
た
が
、
中
世
・
近
世
に
お
い
て
、
諸
国
に
活
躍
し
た
近
江
商
人
の
故
郷
に
は
市
が
発
達

し
た
。
佐
々
木
氏
は
、
そ
の
本
拠
地
の
観
音
寺
城
の
城
下
、
石
寺
に
楽
市
を
設
け
、
城
下
町
の
繁
栄
を
計
画
し
、
自
由
商
業
を
許
し
た
。

天
文
-
八
年
(
一
五
四
九
〉
の
楽
市
は
枝
村
惣
中
に
与
え
た
佐
々
木
六
角
定
頼
の
執
達
状
に
よ
る
と
、
わ
が
国
最
初
の
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
〈
8
u
o

こ
れ
と
は
、
や
や
後
れ
る
が
信
長
も
安
土
入
城
以
前
に
永
禄
一
一
年
(
一
五
六
八
)
守
山
の
町
人
百
姓
に
制
状
を
与
え
て

か
お
が
も
り

秩
序
を
回
復
し
て
い
る
が
、
楽
市
を
許
し
た
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
。
元
亀
三
年
(
一
五
七
二
)
守
山
の
隣
村
、
金
森
に
楽
市
・
楽
座

を
許
し
て
い
る
。
こ
れ
は
金
森
に
お
い
て
信
長
に
抵
抗
し
た
本
願
寺
門
徒
に
一
種
の
恩
恵
を
施
し
た
の
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
お
な
じ
元
亀
三
年
の
記
録
で
守
山
に
商
庖
が
多
く
〈
9
V
守
山
が
例
外
的
市
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
楽
市
の
存
在
を
考
え
た
い
。
か

く
の
如
く
、
中
世
末
よ
り
近
世
に
か
け
て
、

寸
惣
』
と
云
わ
れ
る
村
落
自
治
組
織
の
速
く
進
ん
で
民
度
の
高
か
っ
た
近
江
白
)
に
は
、
そ

れ
ら
の
民
衆
の
需
要
に
応
、
ず
る
た
め
各
地
に
多
く
の
市
が
聞
か
れ
て
い
た

2
3
「
滋
賀
県
史
」
、
「
滋
賀
県
の
歴
史
」
に
よ
れ
ば

護神蒲罰栗滋

郡葉義郡高議

議i詰護霊|毒
事選写 ~l
長日金
野野森

富豪|

粟
津

島
郷

脇

。

出

路

技



犬
上
郡

坂
田
郡

伊
香
郡

高
島
郡

甲
良
四
十
九
院

箕

浦

平

方

伊
香
具

今

津

南

尾
生

高
宮

楽
市
(
自
由
市
場
)

現
在
も
あ
る

ほ
ぼ
等
距
離
に
分
布
し
て
い
る
(
図
1
)
。

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
蒲
生
・
神
崎
・
愛
知
・
犬
上
の
所
謂
「
中
郡
」
の
中
山
道
縁
辺
地
域
の
中
心
集
落
で
、
明
ら
か
に

守山市に就いて

図 1 近世初期「市J分布図
一滋賀県史などより作成ー

」
の
う
ち
、
草
津
は
東
海
道
の
大
宿
駅
で
あ
り
、
守
山
は
中
山
道
の
最
初

の
宿
駅
で
あ
る
。
永
原
は
中
世
以
来
の
永
原
氏
の
城
下
町
(
域
と
は
や
や
離

れ
て
い
る
)
で
あ
り
、
朝
鮮
人
街
道
の
要
地
で
あ
っ
た
。
現
在
、
草
津
・
守

山
は
市
制
を
布
い
て
い
る
が
、
永
原
は
今
は
全
く
の
在
町
で
あ
る
。
し
か
し

永
原
は
家
棟
川
(
有
名
な
天
井
川
)
を
境
と
し
て
、
富
波
と
連
続
し
て
い
る

が
、
富
波
は
今
日
で
も
煙
草
屋
以
外
は
庖
の
な
い
純
農
村
で
あ
る
。
永
原
は

」
れ
に
反
し
て
商
庖
多
く
、
料
理
屈
ま
で
揃
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
歴

史
を
背
景
に
、
野
洲
川
の
形
成
し
た
湖
南
平
野
の
山
麓
線
に
近
く
、
略
等
距
離
の
中
心
商
業
都
市
が
発
生
し
て
、
伝
統
あ
る
中
世
的
「
市

場
」
を
今
日
ま
で
持
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
永
原
と
守
山
と
の
聞
に
中
山
道
野
洲
川
渡
渉
の
双
子
町
と
し
て
野
洲
が
発
達
し
、
天
文
年

257 

間
(
一
五
四
五
)
市
が
聞
か
れ
天
正
一
九
年
(
一
五
九
一
)
ま
で
す
く
な
く
と
も
続
い
た
白
)
。
隣
接
の
「
市
三
宅
」
は
そ
の
市
に
関
係

す
る
か
と
も
思
わ
れ
る
が
宿
駅
と
な
ら
な
か
っ
た
故
か
、
そ
の
後
市
の
開
催
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
戦
前
、
永
原
市
を
野
洲
市
と
し
て
代
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替
せ
ん
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
が
成
功
し
な
か
っ
た
。

四

大

市

の

現

況

い
ち

昭
和
四
七
年
八
月
一
一
一
目
、
守
山
市
の
実
態
調
査
を
試
み
て
、
次
の
よ
う
な
結
果
を
得
た
。
往
時
の
盛
況
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
伝

統
の
強
き
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
(
図

2
1
一
、
本
町
は
道
備
が
横
町
西
町
吉
身
の
二
倍
に
な
っ
て
い
る
。
大
市
の
た
め
で
あ
る
。

一
、
出
庖
数
は
三
二
名
で
あ
っ
た
。
地
元
の
商
庖
も
大
売
出
し
を
す
る
。

一
、
玩
具
な
ど
の
子
供
用
品
が
一
番
多
か
っ
た
が
、
切
花
(
仏
花
)
が
之
に
次
ぐ
(
写

室
(
1
・
2
)
。

一
、
連
続
数
十
年
に
亘
っ
て
来
て
い
る
の
が
多
く
、
中
に
は
親
の
代
か
ら
来
て
い
る
の

で
、
百
年
近
く
な
る
と
云
う
の
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る

一
、
三
二
名
中
三
」
名
が
定
期
的
に
市
場
・
縁
日
巡
り
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た。
一
、
往
時
の
如
く
雑
踏
し
な
い
の
で
、
面
白
い
香
具
師
や
大
道
芸
人
(
そ
ん
な
の
は
無

く
な
っ
た
が
)
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
、
県
内
の
業
者
が
二
三
、
県
外
が
九
で
あ
り
、
商
品
は
殆
ん
ど
が
自
家
用
車
で
運
ん

で
い
た
。

一
、
出
広
の
場
所
は
一
定
不
変
で
あ
る
。
何
と
な
し
に
決
っ
て
い
る
。
地
元
の
商
広
と

同
類
の
所
に
庖
を
出
す
。
関
係
の
な
い
も
の
は
、
神
社
天
満
宮
そ
の
他
銀
行
な
ど
の
関
係
の
な
い
所
に
場
所
を
決
め
る
。

一
、
守
山
に
は
全
国
露
広
商
組
合
の
実
力
者
で
、
第
一
回
参
議
員
選
挙
に
出
・
烏
(
当
選
は
し
な
か
っ
た
)
し
た
梅
原
富
蔵
が
い
た
が
、
そ
の
後
継
者

(
井
村
陸
奥
次
氏
)
に
挨
拶
す
る
だ
け
で
、
出
広
に
関
し
て
は
、
何
の
制
約
も
、
強
制
も
、
約
束
も
、
命
令
も
な
く
、
従
っ
て
市
・
商
工
会
後
援
と
云

。.ftャ

図 2 守山市出見世

一昭和47年8月12日一



花屋竹柱の右に高野槙，左に馬酔

木がみえる

一一昭和47年8月12日一

写真 1

馬酔木を物色している

一一昭和47年8月12日一一

写真 2

守山市に就いて

っ
た
援
助
も
、
支
援
も
、
懲
滋
も
な
に
も
な
い
。
楽
市
・
楽
座
の
伝
統
の
み
を
た
よ
っ
て
「
自
由
に
」
た
だ
何
と
な
く
集
っ
て
、
庖
を
出
す
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
も
驚
く
可
き
こ
と
で
あ
る
。
他
乏
に
た
よ
る
と
云
う
乞
食
根
性
は
全
く
無
く
、
そ
ん
な
考
え
方
以
前
か
ら
の
自
由
市
で
あ
っ
た
。
だ
か

ら
前
触
れ
も
宣
伝
も
一
切
し
な
い
。
地
域
住
民
に
定
着
し
き
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
、
道
行
く
人
に
来
市
の
目
的
を
き
く
と
異
口
同
音
に
「
花
買
い
に
」
と
の
返
事
が
か
え
っ
て
き
た
。
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商

調

*
高
野
模
、
二
米
位
の
も
の
(
寺
院
周
二
、

0
0
0円
位
)
か
ら
小
枝
ま
で
。
馬
酔
木
、
こ
れ
が

多
い
。
蓮
華
〆
。
守
山
市
の
寺
院
一
五
二
(
町
数
五
二
)
真
宗
九
一
一
。
真
宗
は
こ
の
模
を
仏
花
、
さ

す
る
の
が
原
則
。

品
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年数 人数 長 浜 6 玩 具 8 

50 l 
|来 滋

古色 登 JII 5 
出
切 花* 4 

30 3 市 彦 根 3 金 魚 2 

身

28 1 年
賀
守 山 3 花 火 2 

25 2 数 近江八幡 2 出品 ヵ: し 2 
地

県

草 津 2 調 スマートボール 2 

18 1 内 水 ロ 1 は き 物 2 

15 4 甲 商 1 Tニ ;:: 焼 コ2

10 11 京 都 2 りんごあめ 1 

8 2 
他
天 理 2 瀬 戸 物 1 

5 1 重 県 2 掛 軸 1 

府
六 阪 1 アクセサリー l 

名 古 屋 1 傘 l 

県

神 戸 1 風 船 1 

言十 32 物 指 1 

甘 栗 l 

計 32 



仕

入

先

キ

掛

軸

調

名 古 屋 4 

東 京 3 

空河又ミミ 良 3 

彦 根 1 

オ1 口 1 

長 浜 1 

千百 島本 1 

岐 阜 1 

愛 知 1 

全国各地 3 

五

大

市

の

意

義

し
か
し
、
こ
の
市
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
理
由
は
、

守山市に就いて261 

先
ず
、

運

搬

調

自 動 車 30 

鉄 道 1 

そ の {也 1 

市
の
商
圏
が
か
な
り
広
い
こ
と
で
あ
る
。

「
守
山
町
都
市
計
画
説
明

(
昭
和
三
三
年
、
町
村
合
併
促
進
法
に
よ
り
、
合
併
後
、
町
が
計
画
し
た
も

図 3守山の商圏(大圏商圏直径
12km，小圏直径5km)

一「守山町都市計画説明書」

(1958)により作成「

室
田
」

の
)
に
よ
る
と
、
守
山
商
店
の
商
圏
は
、
そ
の
外
縁
は
野
村
・
江
頭
・
大
篠
原
・

小
篠
原
・
南
桜
・
霊
仙
寺
、
半
径
約
六
粁
人
口
八
万
を
包
含
し
て
い
る
。
(
図
3
)

し
か
し
、
こ
れ
は
必
須
の
条
件
で
は
な
い
。
こ
の
中
世
的
な
大
市
が
、
今
尚
続

同
様
で
あ
る
が
)
、

で
な
け
れ
ば
、

行
せ
ら
れ
て
い
る
理
由
は
簡
単
で
あ
る
。
そ
れ
は
守
山
市
(
草
津
市
・
永
原
市
も
そ
の

得
ら
れ
ぬ
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

市
独
自
の
商
品
と
は
何
か
。
そ
れ
は
他
で
も
な
い
、

「
守
山
往
来
」
に
も
、
先
ず
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最
初
に
あ
げ
て
い
る
花
類
で
あ
る
。

「
七
月
に
は
ま
づ
西
町
の
口
々
に
花
や
下
種
・
高
野
揖
・
蓮
の
葉
の
壊
売
」

「
極
月
の
大
市
は
、
西

町
の
入
口
に
は
両
度
・
心
松
・
下
種
屋
・
歯
柔
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
こ
れ
は
、
盆
・
暮
に
必
ず
用
い
る
仏
花
で
あ
る
。
盆
は
高
野
槙
、

暮
は
姫
小
松
で
あ
る
が
、
仏
壇
又
は
墓
場
に
供
え
る
も
の
で
あ
る
。
下
種
は
馬
酔
木
で
あ
る
。
こ
の
花
屋
が
東
門
院
の
門
前
町
の
西
町
に

限
ら
れ
て
、
先
づ
最
初
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
市
の
起
原
を
示
唆
し
て
い
る
。

「
ち
ょ
っ
と

花
買
い
に
行
く
」
が
市
に
行
く
人
の
合
言
葉
で
あ
る
。
守
山
市
の
目
玉
商
品
で
あ
る
。
花
屋
は
別
図
(
図
2
)
の
如
く
数
百
年
昔
も
、
今

も
同
じ
よ
う
に
、
門
前
に
庖
を
構
え
て
い
る
。
伝
統
に
生
き
る
農
村
人
の
姿
が
、
こ
こ
に
あ
る
。
考
え
て
み
る
と
恐
ろ
し
い
程
の
定
着
で

あ
る
。近

江
盆
地
は
我
が
国
で
の
宗
教
地
域
で
、
比
叡
山
の
影
響
も
あ
っ
た
が
、
本
願
寺
の
存
如
・
蓮
如
・
実
如
・
証
如
・
顕
如
・
教
如
な
か

で
も
蓮
如
(
八
代
)

-
顕
如
(
一
一
代
)

-
教
如
(
一
二
代
)
が
教
線
を
張
っ
た
の
で
、
殆
ん
ど
全
土
を
挙
げ
て
本
願
寺
の
門
徒
と
な
っ

て
、
ど
の
村
(
集
落
)
も
必
ず
数
個
の
寺
院
を
擁
す
る
真
宗
地
域
で
あ
る

8
3
従
っ
て
、

色
ょ
う
ぽ
う

で
あ
る
。
仏
壇
は
農
民
の
「
三
重
宝
」

教
化
は
徹
底
し
て
、

仏
教
儀
礼
は
甚
だ
丁
重

(
仏
壇
・
戸
棚
・
牛
)
の
一
っ
と
せ
ら
れ
、
仏
壇
も
そ
の
本
来
の
意
義
が
堅
く
守
ら
れ
て
、
仏
壇

は
先
祖
の
位
牌
を
お
く
所
で
な
く
、
如
来
を
杷
る
所
と
な
っ
て
い
る
。
豪
華
な
仏
壇
は
家
の
誇
り
で
あ
る
。
彦
根
仏
壇
町
が
成
立
し
て
い

ぞ
う
ぎ
よ
う
ぎ
っ
し
ゆ

る
所
以
で
あ
る
。
〆
縄
や
門
松
の
如
き
、
古
い
民
俗
的
行
事
は
、
雑
行
雑
修
(
仏
道
と
関
係
な
く
む
し
ろ
邪
魔
に
な
る
)
と
し
て
教
義
の

性
質
上
、
き
ら
わ
れ
、

一
切
廃
止
し
た
。
そ
れ
だ
か
ら
、
何
を
さ
し
お
い
て
も
、
仏
壇
の
お
飾
り
を
し
な
け
れ
ば
、
盆
・
暮
が
越
せ
ぬ
こ

と
に
な
る
。
夏
に
は
、
そ
れ
に
祖
霊
が
乗
っ
て
、
帰
っ
て
く
る
と
云
わ
れ
る
(
京
都
の
珍
皇
寺
の
行
事
の
影
響
)
高
野
損
、
冬
は
門
松
に

あ
や
か
つ
て
、
仏
壇
に
ふ
さ
わ
し
い
姫
小
松
が
、

「
仏
花
」
と
し
て
必
要
に
な
る
。
盆
暮
の
節
季
に
里
帰
り
の
縁
者
は
、

「
仏
様
に
御

礼
」
と
云
っ
て
、

帰
っ
て
く
る
の
で
、

い
や
で
も
、

義
理
で
も
、

花
を
供
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

」
の
あ
た
り
は
そ
ん
な
地
域
で
あ



る
。
こ
の
宗
教
力
が
花
市
を
ぶ
つ
日
ま
で
さ
さ
え
、
存
続
せ
し
め
て
い
る
有
力
な
原
因
で
あ
る
と
考
え
る
。

な
お
更
に
、
こ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
も
の
は
、
高
野
槙
・
馬
酔
木
・
姫
小
松
な
ど
の
供
給
地
が
近
く
に
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

湖
南
地
域
甲
賀
郡
は
古
琵
琶
湖
層
の
洪
積
台
地
、
花
崩
岩
地
域
で
、
比
較
的
雨
量
も
少
な
く
一
種
の
禿
山
で
、
雑
木
林
が
多
く
、
最
近
の

燃
料
革
命
以
前
は
沖
積
地
域
の
農
民
の
冬
季
農
閑
期
の
濯
木
林
薪
刈
場
で
あ
っ
た
。
高
野
槙
・
馬
酔
木
・
姫
小
松
の
無
尽
の
供
給
地
で
あ

る
。
新
鮮
を
要
求
す
る
花
市
で
あ
る
た
め
、
甲
賀
郡
周
辺
の
草
津
・
守
山
・
永
原
に
の
み
、
こ
の
市
を
今
日
ま
で
可
能
に
し
た
と
も
云
え

る
で
あ
ろ
う
。

守
山
市
開
書
き

守山市に就いて

C
大
正
の
中
頃
で
し
ょ
う
か
、
八
粁
の
道
を
と
ぼ
と
ぼ
ほ
お
か
れ
ぼ
う
し
(
頬
被
帽
子
)
で
歩
い
て
、
天
秤
棒
の
先
に
空
の
一
斗
偉
を
つ
け
て
、
一
方

に
は
石
を
ぶ
ら
さ
げ
て
、
大
売
出
し
の
醤
油
を
買
っ
た
も
の
で
す
。
一
一
泉
町
(
横
町
)
の
「
お
光
」
(
う
ど
ん
屋
)
で
、
一
杯
ゃ
る
の
が
楽
し
み
で
し

た。

。
生
萎
の
砂
糖
煮
が
紙
袋
に
入
れ
て
並
べ
て
あ
る
の
で
買
っ
て
帰
え
る
と
、
袋
は
ふ
く
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
二
三
片
し
か
生
委
は
入
っ
て
い
な
か

っ
た
。
空
気
を
買
わ
さ
れ
ま
し
た
。

。
暮
の
大
市
で
は
土
口
身
の
あ
た
り
に
植
木
・
苗
木
(
名
古
屋
稲
沢
)
が
出
ま
す
の
で
、
日
の
暮
れ
頃
に
値
切
っ
て
買
う
の
が
楽
し
み
で
し
た
。
温
州

蜜
柑
・
金
柑
な
ど
で
す
。
値
切
っ
て
、
折
れ
合
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
明
く
る
日
、
ど
う
し
て
知
っ
た
の
か
、
名
前
も
明
か
し
て
お
か
な
か
っ
た

の
に
、
玉
つ
げ
の
苗
を
六
O
程
も
持
ち
込
ん
で
来
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
同
時
に
商
売
熱
心
に
打
た
れ
て
買
い
ま
し
た
。

O

父
に
つ
れ
ら
れ
て
七
粁
の
道
を
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。
魚
末
(
料
理
ぞ
)
の
二
階
で
混
雑
し
た
座
敷
で
茶
椀
蒸
を
喰
べ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
父
が
い
つ
ま
で
も
酒
を
呑
ん
で
い
る
の
に
閉
口
し
ま
し
た
。
そ
の
時
わ
た
し
が
持
っ
て
帰
っ
た
「
で
し
お
」
(
紅
い
校
に
紅
い
若
芽
の
楓
)
が

こ
ん
な
に
太
く
な
り
ま
し
た
。
直
径
二

O
程
は
あ
り
ま
す
。
も
う
六
O
年
も
前
の
こ
と
で
す
。

O

一
月
一
六
日
の
木
辺
さ
ん
(
真
宗
木
辺
派
本
山
)
の
御
七
昼
夜
、
春
秋
の
高
野
の
善
光
寺
の
お
彼
岸
、
赤
野
井
御
坊
(
本
願
寺
別
院
)
の
十
月
の

263 
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報
思
議
、
盆
暮
の
守
山
市
が
お
参
り
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
辺
の
年
中
行
事
で
行
か
ね
ば
話
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
仲
間
を
さ
そ
っ
て
歩
ぃ
ぺ

行
き
ま
し
た
。
速
い
高
野
で
も
人
の
行
列
で
し
た
。
だ
ま
さ
れ
た
り
損
を
し
た
話
が
当
分
続
き
ま
し
た
。
今
は
も
う
守
山
市
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
花
も
村
で
も
売
っ
て
い
ま
す
の
で
、
守
山
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
よ
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

詮

(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

昭
和
四
七
年
八
月
一
目
、
人
口
三
七
、
八
六
六

滋
賀
県
史
(
昭
和
三
年
)
第
二
巻
一
六

O
頁

野
洲
郡
史
(
昭
和
二
年
)
上
巻
-
八
三
頁

前

掲

下

巻

四

六

六

頁

滋
賀
県
史
第
三
巻
五
九
三

l
四
頁

守
山
宿
図
(
守
山
下
村
稔
氏
蔵
)

滋
賀
県
史
第
三
巻
六
二
七
頁

滋
賀
県
市
町
村
沿
革
史
(
昭
和
三
五
年
)
三
四
三
頁

滋
賀
県
史
第
三
巻
二
二

O
頁

佐
々
木
銀
弥
中
世
都
市
と
商
品
流
通
日
本
歴
史

滋
賀
県
史
第
三
巻
四
六
八
頁

野
洲
郡
史
上
巻
三
九
六

1
2一
九
七
頁
下
巻
五

O
O頁

石
田
善
人
惣
に
つ
い
て
史
林
三
八
巻
六
号
六
七
頁
以
下

滋
賀
県
史
第
三
巻
一
九
七
頁
以
下
原
田
敏
丸
渡
辺
守
順

滋
賀
県
史
第
三
巻
二
一
八
頁
四
六
八
頁

内
田
秀
雄
日
本
の
宗
教
的
風
土
と
国
土
観
(
昭
和
四
六
年
)

滋
賀
県
の
歴
史
(
昭
和
四
七
年
)
一
二

O
頁

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

中
世
4
(
一
九
六
三
)
一
五
一
頁

(
9
)
 

(
叩
)

(
日
)

(
臼
)

(
臼
)

(
昭
和
四
七
年
九
月
五
日
稿
了
)




